
経営の見える化実現する 5つのレポート 

 JHAstisは、以下の 5つのレポートで構成されています（関連記事『日病の経営分

析レポート JHAstis、300床規模の病院で年 200万円の増収実績』）。 

① 月次レポート：主要経営指標の分析や加算取得など経営指南書を毎月配信

② 定期レポート：他院とのベンチマーク分析など有益な分析情報を提供

③ 回復期レポート：回復期病棟ならではの切り口でデータ分析

④ 経年比較レポート：病院長などの代表者に向けて半期ごと変化をレポート

⑤ 臨時レポート：診療報酬改定の重要論点と自病院の影響に絞って徹底解説

 愛仁会リハビリテーション病院は、JHAstis 導入前、次のような課題を抱えていま

した。 

【JHAstis導入前の課題】 

 回復期病床を有する医療機関と、一定の基準に沿って全国の同じ機能を持つ医療

機関と比較・分析するためのツールはないか

 限られた人員の中で行うため、比較・分析から提案・実行までの一連の作業は安

易で、かつ、その内容は有益なものであること

◆課題 1：回復期病床を持つ医療機関と自病院を比較・分析できる方法はないか

JHAstisにはベンチマークと回復期のレポートがあるため、院内の主要会議で他病

院と比較・分析する活用が可能です（図表 1）。そのため、経営幹部はもちろん、各

専門職の視点からの検討や議論ができるようになりました。これにより、病床戦略の

判断材料になったほか（図表 2）、例えば薬剤管理指導料の算定率が 84.5％（届出病

院平均は 33.1％）と高水準を維持しています（図表 3）。 

愛仁会リハビリテーションの越智氏 
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◆課題 2：比較・分析から提案・実行までの一連の作業を効率的かつ効果的に行う 

レセプトデータの提出だけでレポートを受け取れるので、事務作業も少なく（図表

4）、視覚的にも分かりやすく、現場への追加説明もほぼ不要です（図表 5）。






